
！垂i詫ミ  

（ヨ セイヨウトチノキ種子  

トチノキ科のセイヨウトチノキの種子を用いた生薬で、血液循環を改善し、抗炎症作  

用がある。  

（b）その他：ビタミン成分  

肛門周囲の末梢血管の血行を改善し、患部の諺血の改善を促す成分として酢酸トコフェロ   

ール（ビタミンE酢酸エステル）、傷の治りを促す成分としてビタミンA油等が配合されてい  

る場合がある。  

● 内用烏疾用薬  

内用蓮疾用薬は、生薬成分を中心として、以下のような成分を■組み合わせて配合されている。  

l奉定堕l   

② 局所刺激成分  

かゆ    局所刺激作用によって患部の痔みを抑える成分として、熱感を生じさせるクロタミト  

ン、冷感を生じさせるカンフル、ハッカ油、メントール等が配合されている場合がある。  

（d）止血成分   

① アドレナリン作動成分  

患部の血管を収縮させて出血を抑えることを目的として、塩酸テトラヒドロゾリン、  

塩酸メチルエフェドリン、塩酸エフェドリン、塩酸フ工ニレフリン、塩酸ナファゾリン  

レナリン作動成分に関す  等のアドレナリン作動成分が配合されていることがある。  

る出題については、Ⅷ（鼻に用いる薬）を参照して作  

塩酸メチルエフェドリンが配合された坐剤、  留意点に関する出題に  

っいては、Ⅱ－1彪止め・接を出しやすく  薬）参照し  

②収執呆護止血成分  

粘膜表面に不溶性の膜を形成する   

して、酸化亜鉛、タンニン酸などが  

ある成分と  

坐剤や複方ロートエキス■タンニン  タンニン酸については、ロートエキス  

こう 軟膏のように、鎮痛鎮掛乍用のある成分である  

こともある。ロートエキスが配合された坐剤、  

と組み合わせて用いられる  

ける留意点に関する出矧こ  

っいては、Ⅲ－3（胃腸鎮痛鎮迄薬）を参照して作成の   

③ 硫酸アルミニウムカリウム  

局所的に粘膜を保護して止血する成分として、硫酸アルミニウムカリウム、卵黄油等  

が配合されることがある。  

（e）殺菌消毒成分   

殺菌作用により細菌の感染を防ぐ成分として、塩酸クロルヘキシジン、イソプロピルメチ  

ルフエノ－ル、塩化セテルビリジニウム、塩化ベンザルコニウム、塩化デカリニウム等が配  

合されている場合がある。これら殺菌消毒成分に関する出題については、Ⅹ（皮膚に用いる  

薬）を参照して作成のこと。  

（8 創傷治療促進成分   

アラントイン及びそのアルミニウム塩であるアルミニウム・クロルヒドロキシアラントイ  

ネートには、肉芽形成作用、壊死組織除去作用があり、組織修復や綻門部の創傷の治療を目  

的として、外用遠疾用薬に配合されている場合がある。  

（g）生薬成分   

① シコン  

ムラサキ科に属するムラサキの根を用いた生薬で、新陳代謝促進作用、殺菌作用、消  

炎作用があるとされている。  

108・  

トチノキ科のセイヨウトチノキ（別名マロニエ）の種子を用いた生薬で、旺れ、炎症  

を抑える作用があるとされる。  

（b）抗炎症成分   

塩化リゾチーム、ブロメラインのような消炎作用を有する成分が配合されている場合があ  

る。これら成分に関する出題については、Ⅰ－1（かぜ薬）を参照して作成のこと。  

（c）止血成分   

毛細血管を強化し出血を抑える成分として、カルバゾクロムが配合されていることがある。  
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てしまうことがある。   

肛門部にはもともと多くの細菌が存在しているが、旺門の括約筋によって細菌の侵入を防ぎ、  

血流量も豊富なため、通常、感染症を生じることはない。しかし、轟の悪化等により細菌感染  

が起きると、異なる種類の細菌の混合感染によって起こり、鮎や速達を生じて周囲の組織に  

重大なダメージをもたらすことがある。これらの治療には手術を要することもあり、すみやか  

に医療機関を受診し、専門医の診療を受ける必要がある。   

痔の原因となる生活習慣の改善を図るとともに、一定期間、痔疾用薬を使用してもなお、排  

便時の出血、痛み、月工門周囲の程み等の症状が続く場合には、肛門癌1などの重大な病気の症状  

である可能性も考えられ、早期に医療機関を受診して専門医の診療を受けることが望ましい。  

匝定亨・・司  

（d）その他：ビタミン成分  

綻門周囲の末梢血管の血行を促して、蛮血を改善する成分として、酢酸トコフェロール、  

コハク酸トコフェロール等が配合されることがある。  

○ 漢方処方製剤   

芝孝義、警痛諺箕嘉のいずれも、構成生薬としてカンゾウを含む。カンゾウを含む医薬品に  

共通する留意点に関する出矧こついては、Ⅱ一1（磋止め・競を出しやすくする薬）を参照して  

作成のこと。  

また、切れ撞（、便秘）に用し、られる場合の芝拳法を除き  

服用されることがあり、その場合に共通する留意点に閲す雇  

比較的長期間（1ケ月位）  

は、ⅩⅣ－1（漢方処  

2 その他の泌尿器用薬  

1）代表的な配合成分等、主な副作用   

残尿感、尿量減少等の症状の改善を目的とする生薬成分として、以下のようなものがある8い  

ずれも小児への適応はなく、また、摂取した成分の一部が乳汁に移行することが知られている。  

（a）ウウウルシ  

ツツジ科のウマコケモモの葉を用いた生薬で、尿路消毒の効果を示す。  

（も）カゴソウ  

シソ科のウツボグサの花穂を用いた生薬で、消炎、利尿作用を示す0  

カゴソウのみを長期間連用すると胃を刺激するため、胃が弱し、人が服用する際には注意が  

必要である凸   

（c）キササゲ  

ノウゼンカネラ科のキササゲの果実を用いた生薬で、利尿作用を示すロー度に大量に服用   

すると、気分が悪くなるなどの亭t‖乍用を示す。体を壊している人、妊婦は使用前に医師又は  

薬剤師岸相談することとなっている。  

（d）サンキライ  

ユリ科のケナシサルトリイバラの根茎を用いた生薬で、利尿、解毒作用を示す。  

（e）ソウハクヒ  

クワ科のマグウの根皮を用いた生薬で、利尿、消炎作絹を示す。  

（の モクツウ  

アケビ科のモクツウの木質茎を用いた生薬で、利尿作用、消炎作用を示す。  

方製剤）を参照して問題作成のこと。  

（a）賢妻岩  

大便が硬くて便秘傾向がある人におけ  こ適すとさ  （いぼ痔）、切れ痔、  

）、胃腸が弱く下   れているが、体の虚弱な人（体力の衰えてし  

やすい等、不向きとされる。  

じることが知られている。  

では、悪心・嘔吐、激しい腹痛   

まれに重篤な副作用として、   

通常、構成生薬としてダイオ  用等に関する出題lこついて   

下剤との併用を避ける必要  は、Ⅲ－2（腸の尭   

がある。  

（b）晋晶諺箕  

く下痢しやすい人では、胃部不快感、腹痛  

ち坐剤、注入軟執こついては、成分の一部が直腸で吸収されて循  

と同様の影響を生じる。そのため、撞疾用薬の成分と同種の作用  環血流中に入り  

を有する成分を含ピ嘩押葉や医薬部外品、食品等が併用されると、効き目が強すぎたり、副作  

用が現れやすくなることがある。   

内用轟疾用薬では生薬成分を主体とした製剤や漢方処方製剤が中心となるが、生薬製剤又は  

漢方処方製剤を使用する際に留意されるべき相互作用に関する一般的な事項について、ⅩⅣ（漢  

方処方製剤・生薬製剤）を参照して問題作成のこと。   

【受診勧奨】 一般の生活者においては、嵐まその発症部位から恥ずかしい病気として認識され  

ていることが多く、不確かな情報に基づく誤った処置がなされたり、放置して症状を悪化させ  

－110・  

● 漢方処方製剤   

いずれも比較的長期間（1ケ月位）使用されることがあり、その場合の留意点に関する出題に  

1旺門周囲に淫Lている皮膚細胞又は肛門と直腸の境の粘膜上皮細胞が腰痛化したもの  
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したがって、医薬品の販売等に従事する専門家においては、購入者等に対して、これらの一  

般用医薬品の使用は一時的なものに止め、症状が継続するようであれば医療機関を受診するよ  

う促していくことが重要である。  

車定稿  

ついては、ⅩⅣ一1（漢方処方製剤）を参照して作成のこと。  

（a）皐睾皆義認  

疲れやすく、四肢が冷えやすく、尿量減少又は多尿で、ときに口渇がある人における、下  

かゆ  肢痛、腰痛、しびれ、老人のかすみ目、拝み、排尿困難、頻尿、むくみの症状に適すとされ   

ているが、胃腸が弱く下痢しやすい人、のぼせが強く赤ら放で体力の充実している人では、   

胃部不快感、腹痛、のぼせ、勤轟等の副作用が現れやすい等、不向きとされる。また、4歳  

末満の小児には適用がない。  

2）相互作用、受診勧奨等  

【相互作用】生薬製剤又は漢方処方製剤を使用する際に留意されるべき相互作用に関する一般   

的な事項について、ⅩⅣ（漢方処方製剤・生薬製剤）を参照して問題作成のこと□  

【受診勧奨等】残尿感や尿量減少は一時的な体調不良等によるもののほか、泌尿器系の疾患に  

ぉける自覚症状としても現れる。例えば、鋸炎や前立腺肥大などによっても、これらの症状   

が起こりうることから、このような場合、一般用医薬品によって対処することは適当でない。  
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Ⅵ 婦人薬  

1）適用対象となる体質・症状   

婦人用薬の効能・効果として、血の道症、更年期障害、月経異常及びそれらに随伴する冷え性、  

月経痛、腰痛、頭痛、のぼせ、肩こり、めまい、動産、息切れ、手足のしぴれ、こしけ（おりも  

の）、血色不良、便秘、む〈み等がある。  

血の道症とは、月経、妊娠、分娩、産軋更年期等の生理現象や、流産、人工妊娠中絶、避妊  

手術等といった原因で生じる異常生理によって起こり、臓器・組織の形態的異常は見当たらない  

が、抑蛮や寝つきが悪くなるなどの精神・神経症状が現れる病態である。   

更年期障害は、閉経前後の卵巣機能の低下によって女性ホルモンの分泌が減少する時期、いわ  

ゆる更年期に見られる。更年期の不定愁言紆として前記の血の道症の症状に加え、冷え性、腰痛、  

頭痛、頭重、ほてり、のぼせ、発汗、立ちくらみ等が挙げられる。   

婦人用薬は、月経及び月経周期に伴って起こる症状を中心として、女性に現れる特有な諸症状  

の緩和と、保健を主たる目的とする医薬品であり、血行不l胤自律神経の乱れ、生理機能障害等  

の女性特有の不快な症状を改善する。  

2）代表的な配合成分等、主な副作用  

套窟鴫   

消炎作用がある生薬としてカンゾウが配合されている場合もあり、カンゾウに関する出題、  

たん  カンゾウを含有する医薬品に共通する留意点に関する出題については、Ⅱ－1（炭止め・疾を   

出しやすくする薬）を参照して作成のこと。  

（b）ビタミン成分等   

疲労時に消耗しがちなビタミンの補給を目的として、ビタミンBl（チアミン及びその誘   

導体）、ビタミンB2（リボフラビン及びその塩類）、ビタミンB6（ビリドキシン及びその   

誘導体）、ビタミンB12（シアノコバラミン）、ビタミンC（アスコルビン酸及びその塩類）   

リ、ダイオウに関轡馳矧こついては、Ⅲ－2（腸の薬）を参照して作成のこと。  

鎮痛・鎮掛乍用がある生薬としてシヤクヤクが配合されている場合もあり、シヤクヤクに  

関する出題lこついては、Ⅰ－2（解熱鎮痛薬）を参照して作成のこと。   

健胃作用のある生薬としてオウレン、ケイヒ、ソウジュツ、ビャクジュツ、ブクリヨウが  

配合されている場合もあり、これらの健胃生薬に関する出題については、皿－1（胃の薬）  

を参照して作成のこと。  

を訴える人におげ轡脛不順、月経国難、こしけ（おりもの）、更年期障害、不眠、神経症、   

湿疹、足腰の冷え、しもやけに用いられる。  

（b）意業績   

皮膚の色つやが悪く、のぼせを訴える人における月経不順、月経困難、血の道症、更年期   

障害、神経症に用いられる。   

まれに重篤な副作用として、肝機能障害を生じることが知られている。また、著しく胃腸   

の弱い人では、消化器系の副作用（食欲不振、胃部不快感等）が現れやすい。  

（。）方仁濾過う題善友  

一115・   

l体のどの部位が悪いのかはっきりしない訴えで、全身の倦怠感や疲労感、微熱感などを特徴とする。更年期障害のほか、自律  
神経失調症等の心身症の症1犬として現れることが多い。  

－114－  



医卒醐   

に関する出展割こついては、Ⅲ－2（腸の薬）を参照して作成のこと。  

（i）幼鳥笥く養穀   

比較的休力が乏しく、冷え症で貧血の傾向があり疲労しやす〈、ときに下腹部痛、頭重、   

めまい、肩こり、耳鳴り、動庵等を訴える場合の、月経不順、月経異常、月経痛、更年期障  

害、産前産後又は流産による障害（貧血、疲労倦怠、めまい、むくみ）、めまい、頭重、肩こ   

り、陣痛、足腰の冷え症、しもやけ、むくみ、しみ等に用いられる。   

著しく胃腸の弱い人では、消化器系の副作用（食欲不振、胃部不快感、悪心、槌吐等）が   

現れることがある。  

未亘稿  

虚弱体質で肩がこり、疲れやすく、精神不安等の精神神経症状、ときに便秘の傾向のある   

人における冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症に用いられる。  

まれに重篤な副作用として、肝機能障害を生じることが知られている。また、著しく胃腸   

の弱い人では、消化器系の副作用（食欲不振、胃部不快感等）が現れやすい。  

（d）崖抜湊博覧  

体力中等鹿又はそれ以上で、のぼせて赤ら顔が多く、下腹部に抵抗・圧痛を訴える人にお   

ける子宮並びにその付属器の炎症、子宮内膜炎、月経不順、月経困難、こしけ（おりもの）、  

更年期障害、冷え症に用いられる。   

著しく体力の衰えている人には、本剤の適応は向かない  ている（副作用が現れやす  

くなり、その症状が増強されるおそれがある）。   して、肝機能障害を生  

じることが知られている。  

（e）孟濱儲  

慢性に経過し、症状の激しくない胃腸   

更年期障害、感冒に用いる。  

腰痛、神経痛、  関節痛、月  

病後の衰弱期、著しく体力の衰えている人に  副作用が現れやすくなるため慎重に   

投与する。また、著しく胃腸の弱い人では、消化器  

が現れることがある。  

構成生薬にマオウが含まれており、マオウを含有する漢方処方製剤に共通する留意点に関   

する出題については、Ⅱ－1（咳止め・痍を出しやすくする薬）を参照して作成のこと。  

（の 染諭崖披範誓岩   

体力が弱く、冷え症、貧血気味で、動庵、息切れ、不眠等の精神神経症状を訴える人にお   

ける更年期障害、血の道症、神経症、不眠症に用いられる。  

まれに重篤な副作用として、問質性肺炎、肝機能障害を生じることが知られている。  

（g）占鵡岩  

皮膚が枯燥し、色つやの悪い体質で胃腸障害のない人における、産後又は流産後の疲労回   

復、月経不順、冷え症、血の道症に用いられる。  

胃腸の弱い人では、消化器系の副作用（食欲不振、胃部不快感等〉が現れることがある。  

（h）観桜叢蛋嵩  

比較的体力があり、のぼせて便秘しがちな人における月軽不順、月経困難症、月経時や産   

後の精神不安、腰痛、便秘、高血圧の随伴症状（頭痛、めまい、肩こり〉 に用いられる。  

著しく体力の衰えている人には、本剤の適応は向かないとされている（副作用が現れやす   

くなり、その症状が増強されるおそれがある）。また、著しく胃腸の弱い人では、消化器系の   

副作用（食欲不振、胃部不快感、下痢等）が現れやすい。  

構成生薬にダイオウが含まれており、ダイオウを含有する漢方処方製剤に共通する留意点  
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アレルゲンに免疫機構が反応して肥満細胞から放出されるヒスタミンが、周囲の組織にあ   

るヒスタミン受容体と結合するのを妨げることにより、アレルギーが増幅するのを抑える成   

分（抗ヒスタミン成分）として、マレイン酸クロルフェニラミンや塩酸ジフェンヒドラミン、   

塩酸ジフ工ニルピラリン、塩酸プロメタジン、メキタジン等が用いられる。  

内服で用いられる抗ヒスタミン成分は、アレルギー症状を示す以外の部位においても、ヒ   

スタミンとその受容体との反応を妨げる。例えば、ヒスタミンは、脳内での興奮を抑える働   

きがあり、睡眠を調節する働きに対しても影響を及ぼすため、抗ヒスタミン成分による副作   

用として眠気が現れる（Ⅰ一3（眠気を促す薬）参照。）。したがって、服用後は事故のおそ   

れがあるため運転等の作業をしないようにしなければならない。なお、まれに眠気とは正反   

対の作用を生じて、神緯過敏や興奮などが起きることもあり、小児や高齢者、脳障害のある   

人はこの反応を起こす可能性が高く注意が必要である。   

また、一般用医薬品としで用いられる成分では抗ヒスタミン作用のみならず、抗コリン作   

用も併せて持つ場合がある。このため、口の渇きが起こったり、排尿が困難になるなどの副   

作用が現れることがある8口の渇きが続いたり、増強するようであれば、服用を中止して、   

医師等に相談がなされることが箪ましい。   

また、塩酸ジフエンヒドラミンは乳汁に移行することから、授乳婦は服用を止めるか、又   

は服用中は授乳を避ける必要がある。．また、塩酸プロメタジンに関する留意点についてはⅠ   

－5（鎮輩薬）を参照して問題作成のこと。  

（b）アドレナリン作動成分   

塩酸プソイドエフェドリン、塩酸フエニレフリン等が主に用いられる。アドレナリン受容   

体を刺激して鼻の血管を収縮することで、鼻炎時の鼻汁、鼻閉（鼻づまり）に効果を示す。   

これらの症状に対するアドレナリン作動成分の働きに関する出題については、Ⅷ（鼻に用い   

る薬）を参照して作成のこと。   

アドレナリン受容休の刺激は鼻以外の部位でも起こるため、血管を収縮することで血圧上   

昇等による副作用として、めまいや不眠、神経過敏等が起こりうる。   

塩酸プソイドエフェドリンは、高血圧や心臓病、糖尿病、甲状腺機能障害等の診断を受け   

ている人や、前立腺肥大による排尿困難の症状がある人では服用しないこととされている。   

また、医療用医薬品としてパーキンソン病の治療のために用いられるモノアミン酸化酵素】li阻   

害剤（塩酸セレギリン等）で治療を受けている場合、体内でのプソイドエフェドリンの代謝   

が妨げられて、塩酸プソイドエフェドリンの作用が強まるおそれがあるため、治療を受けて   

いる医師等にあらかじめ相談するよう促すことが重要である。   

また、塩酸プソイドエフェドリンについては、依存性がある成分であり、大量に使用した   

り長期間に渡って連用がなされると薬物依存につながるおそれがある。本来の目的以外の意  

匝頭  

Ⅶ アレルギー用薬（鼻炎用内服薬を含む）  

1）アレルギーの症状、薬が症状を抑える仕組み   

アレルギー（過敏反応）の起こる仕組み等に関する出矧こついては、第1章Ⅱ－1）（副作用）  

を参照して作成のこと。   

ある物質がアレルゲンとなるか否かは、人それぞれによって異なり、複数の物質がアレルゲン  

じんあい となることもある。主なものとしては、米、小麦、卵、乳、そば等の食品、塵竣、動物のフケ、  

ダニ等、様々なものが対象となり、スギ等の花粉のように季節性のものもある。  

るた  アレルゲンとなる物質が休内に入り込むと、それを排除  す  

誹   

された免疫グロブリン  

ディエーター）である  

組織の表面に分布する  

が肥満細胞一を刺激し、細胞間での刺激の伝達を担う化学物  

ヒスタミンやプロスタグランジンなどの物質が放出されて  の  

特定の蟹白質（受容体）と反応することで血管拡張や虚等を引き起し≡  

通常の免疫反応の場合、これらの炎症やそれにイ鰯斧発生する痛み、発  人体にとって  

有害なものを体内から排除するための必要な過綾鮮あるが、アレ  りに組織に  

刺激を与える場合も多く、そのように引き起こ  

そのようにして休の各部位に生じる良炎症をアレル  いい、比較的軽度なものとして、  

かゆ 流涙や眼の痔み等の結膜炎症状、鼻  蕃麻遠や湿畝かぶれ等の皮膚  

症状、血管性浮腫11のようなやや広い範  が多い。また、アレルギー  

狭くなるとともに、ヒスタ  による気管支篠息は  

ミ震  

ため使用される内服薬の総称で、そのうち  

成分等を組み合わせて配合されたものを鼻  特に鼻炎症  

ンに反応して放出されるヒスタミンの働きを  

薬品（点鼻薬、点眼薬、外皮用  

に用いる薬）、Ⅸ（眼科用薬）、Ⅹ（皮膚に用いる薬）を参照し  
アレルヨ稲  
葉）についてI   

て作成のこと。  

2）代表的な配合成分等、主な副作用   

鼻炎用内服薬では、抗ヒスタミン成分のほか、鼻の血管を収縮する成分や炎症そのものを抑え  

る成分なども配合されている場合がある。  

（a）抗ヒスタミン成分  

免疫機牒の一端を担う細胞で、主に粘膜の下や皮膚の深部に存在している。なお、肥満細胞の名称はヒスタミン等の成分を細  
胞内に多く含むため、細胞自体が大きくなることから付いたものであり、肥満症と関連性はない。  

じんしんかゆ 皮膚の下の毛細血管が拡張して、その部分に居所的な腫れを生じるもので、奪麻疹と異なり、痔みを生じることは少ない。全  
身で起こりうるが、特に日や口の周り、手足などで起こる場合が多い。  
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t11生休物質であるアドレナリンや医薬品として摂取したプソイドエフェドリンなどの物質の代洲二関与する酵素  
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また、化執生皮膚疾患・急性皮膚疾患の初駄急性疾患に用いられる場合の半媒敗蓋嘉を除く  

いずれも、比較的長期間（1ケ月位）服用されることがあり、その場合に共通する留意点に関す  

る出題については、ⅩⅣ一1（漢方処方製剤）を参照して問題作成のこと。  

（a）半諜鼓塞嘉  

化執生皮膚疾患・急性皮膚疾患の初期、醤麻畝急性疾患、水虫に適するとされているが、   

体が虚弱な人（体力の衰えている人、体の弱い人）、胃腸が弱い人では不向きとされている。  

匝頭   

図で使用されるおそれがある医薬品の販売等に関する出題lこついては、第1章Ⅰ－2）（b）   

を参照して作成のこと。  

（c）抗コリン成分   

ベラドンナ総アルカロイド、ヨウ化イソプロパミド等が主に用いられる。鼻腔内の刺激を   

伝達する副交感神経系の働きを妨げることで、くしやみ、鼻汁に効果を示す。アセチルコリ   

ンと受容体との反応を妨げることで鼻の血管を収縮させる働きもあるが、アドレナリン作動   

成分に比べて作用は弱いため、鼻閉（鼻づまり）への効果は低い。  構成生薬としてカンゾウが含まれる。  

化恕性皮膚疾患・急性皮膚疾患の初期、  急性疾患に用いられ  合には、漫然と長期の使  

いったん使用を中止して専  用は避け、1週間位使用しても症状の改善がみられないと   

門家に相談がなされることが望ましい。  

払）潜嵐敲   

分泌物が多い慢性湿扱こ適するとされてい  体が虚弱な人  えている人、  

やすいな  の弱い人）、胃腸が弱く下痢をしやす  胃部不快感．腹痛等の副作   

ど、不向きとされている。構成生薬として  

（。）皇鳩抜手   

ニ適するとされているが、胃  

て現れやすいなど、不向きと  

冷え症の人における、分泌物力  

腸が弱く下痢をしやすい人では、   

されている。  

（d）駕祓嘉鋸石  

鼻閉（鼻づ  されているが、体が虚弱な人（体力の衰え  

の著しい人では、悪心、胃部不快感等の副  

生鼻炎に適  

ている人†体の弱   

構成生薬としてカンゾウ、マオウが含まれる。  作用が現れやすいなど  
（。）儲券箋笥崖   

彦とされ  

蓄鮎、，、鱒性鼻炎、慢畦篇  にきびに適するとされているが、胃腸の弱い人では、胃   

部不快感等の芦川≡用が現れやすいなど、不向きとされている。構成生薬としてカンゾウが含   

まれる。まれた重策な副作用として肝機能障害が起こることが知られている。  

小：と虫：嗣扁  

鼻閉（鼻づまり）、慢性鼻炎、書誌症に適するとされているが、体が虚弱な人（体力の衰え   

ている人、体の弱い人）、胃腸が弱く冷え症の人では、胃部不快感等の副作用が現れやすいな  

ど、不向きとされている。  

まれに重篤な副作用として肝機能障害、問質性肺炎が起こることが知られている。  

3）相互作用、受診勧奨  

【相互作用】鼻炎用内服薬は内服で用いられるものであるが、鼻炎用点鼻薬や轟疾用薬など外  

121一   

ぞれの体質にあわせて選択することが望ましい。  

皮膚症状を主とするものに対して半諜敗蓋謹、潜嵐臥皇娼妓阜等が、鼻の症状を主とするも  

のに対して賀破法嗣愕毒瑞、新券箋笥嵩、宇美篇淋嵩等が用いられる。   

構成生薬としてカンゾウ又はマオウが含まれる漢方処方製剤に共通する留意点に関する出題に  

たん っいては、Ⅱ－1（顧止め・痍を出しやすくする薬）を参照して作成のこと。構成生薬としてダ  

イオウが含まれる漢方処方製剤に共通する留意点に関するについては、Ⅲ一2（腸の薬）を参照  

して作成のこと。  
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